
環境の保全と創造に関する条例（平成 7年兵庫県条例第 28 号）［抜粋］ 

 
（事業者に対する指導又は助言） 

第 87条 知事は、自然環境の保全を図るため、事業者が行う工作物の新築等、土地の

形質の変更、土石の採取等について必要な指導又は助言を行うものとする。 

 

（土石採取等遵守基準） 

第108 条の２ 知事は、土石の採取等を行う者が遵守すべき基準（以下、「土石採取等

遵守基準」という。）を定めるものとする。 

２ 知事は、土石の採取等を行う者が、土石採取等遵守基準を遵守しないため、自然環

境の保全に支障が生じ、又は生ずるおそれがあると認めるときは、当該土石の採取等

を行う者に対し、土石採取等遵守基準を遵守すべき旨を勧告することができる。 

３ （略） 

 

（その他の地域における土石の採取等の規制） 

第 109 条 自然環境保全地域、環境緑地保全地域、自然海浜保全地区又は指定野生動植

物種保存地域以外の地域（以下「その他の地域」という。）内において、第90条第４

項第３号に掲げる行為（規則で定める規模以上の土地の形質の変更を伴うものに限る。

以下「土石の採取等」という。）をしようとする者は、知事に対し、規則で定めると

ころにより、当該土石の採取等の場所、施行方法及び着手予定日その他規則で定める

事項を届け出なければならない。ただし、当該土石の採取等をすることについて、森

林法、自然公園法、近畿圏の保全区域の整備に関する法律（昭和42年法律第103号）、

自然環境保全法、都市緑地保全法、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関す

る法律、兵庫県立自然公園条例（昭和38年兵庫県条例第80号）又は風致地区内におけ

る建築等の規制に関する条例（昭和45年兵庫県条例第30号）の規定に基づき、許可を

受け、又は届出をした者については、この限りではない。 

２ 知事は、前項の規定による届出があった場合において、当該届出に係る土石の採取

等をしようとする区域（その周辺の区域を含む。以下「採取区域等」という。）にお

ける自然環境の保全のために必要があると認めるときは、当該届出をした者に対し、

当該届出があった日から起算して30日以内に限り、当該自然環境の保全のために必要

な限度において、当該届出に係る行為を禁止し、若しくは制限し、又は必要な措置を

講ずべき旨を命ずることができる。 

３ 知事は、第１項の規定による届出があった場合において、実地の調査をする必要が

あるとき、その他前項の期間内に同項の処分をすることができない合理的な理由があ

るときは、当該理由が存続する間、同項の期間を延長することができる。この場合に

おいては、同項の期間内に、第１項の規定による届出をした者に対し、その旨及び期

間を延長する理由を通知するものとする。 

４ 第１項の規定による届出をした者は、当該届出をした日から起算して30日を経過し

た後でなければ、当該届出に係る行為に着手してはならない。 

５ 知事は、採取区域等における自然環境の保全に支障を及ぼすおそれがないと認める

ときは、前項の期間を短縮することができる。 

６ 非常災害のために必要な応急措置として行う行為については、第１項から第３項ま

での規定は、適用しない。 



（違反事業者名等の公表） 

第150条 （第１項略） 

２ 知事は、第108条の２第２項の規定による勧告に従わない者があるときは、その旨

を公表することができる。 

 


